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S宅udies　ir｝Languages　arとd　Cu1之ures，　No．8

WJ、キャッシュと南部の神話

小　谷耕　二

　W．」．Cashの丁舵M2％4（ゾ論6　So％読

（1941年）は南部についての神話を破壊した

書として知られている。キャッシュはく旧南

部〉が貴族的な社会だという通念を打ち壊し、

返す刀で、産業化による進歩と商業の支配を

唱道するく新南部〉がく旧南部〉とは基本的

に異質なものだという通念も突き崩した。1）

ただこの著作はアカデミックな厳密さを欠い

ており、正統的な歴史研究とはいえない。

「一頁一頁が血で書かれた」2）とキャッシュ

自身が述べたとおり、むしろ、南部の歴史に

対する苦渋に満ちた省察から生まれたきわめ

てパーソナルな著作である。このことが出版

後50年以上を経た現在でも関心を呼びおこす

所以のひとつであろう。つまりキャッシュ自

身の苦悩や願望が知らず知らずのうちに歴史

解釈に色濃く反映している。そこに単なる客

観的な歴史ではなくて、ひとりの知識入の、

その存在のすべての重さと力をこめた知的営

みを読み取ることができるのである。したがっ

て、『南部の精神調は純粋に学問的な立場か

らの評価だけではなく、広い意味での文学、

また文化史・思想史の対象となる著作として

評価する必要があろう。そうした観点から見

た場合、キャッシュとその著作がどのような

意義をもつかを検討することが小論の狙いで

ある。

1

まず、この50年余りの間『南部の精栴が

どのような評価を受けてきたかを、主として

James　C．　Cobbの論文に依拠しつつ概観し、

問題点の所在を明らかにしておきたい。3＞

　『南部の精神』が出版されたのは194！年だ

が、出版直後の書評はいたって好評であり、

歴史学者だけではなく、ジャーナリストや文

学者からも賞賛をあびた。Jack　Temple

Kirbyによれば、2か月で1400部が売れ、

出版元のAlfred　K簸opfはすぐに第2刷を

準備したという。4＞こうした好評には当時の

南部の知的思潮がその背景にあったことを、

コブは指摘している。5＞南部では1920年代の

後半から南部文芸復興と称される知的活動が

表面化してくる。それまで農業中心の社会だっ

た南部に次第に産業化の波が押し寄せて来始

めたのにともなって、南部は一種のアイデン

ティティ・クラ’イシスを経験することとなっ

た。そして、その危機感がバネとなって、み

ずからの過去を吟味し、新たな南部像を求め

る動きがさまざまの分野で生じてきたのであ

る。周知のように、文学の分野ではW難a搬

Fau欺敷erの出現や、　Alle捻Ta£eをはじめ

とするNashv灘e　Agrarねnsの活動がこの

動きに含まれる。また、North　Carolina大

学C鼓apel　H：i11校ではH：◎ward　W．　Odum，

R猛pert　B．　Va登ce，　Arthur　F．　Raperと

いった一群の社会学者が、過去の神話的な南

部像にとらわれないリアリスティックなまな

ざしによって南部の姿を明らかにしつつあっ

た。歴史研究の分野では、若きC．V鋤n

Woodwardが、南部の歴史に統一と結束と
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2 言論文化論究8

持続とを見るという、当時の南部史学界に成

立していたコンセンサスに挑戦の狼煙をあげ

ていた。ジャーナリズムの世界でも、Virgi簸ius

Dab貧ey（丁加躍。加納。四丁7窺6sの細認6ん），

’」。natha且Daniels（蹄Rα彪ゆN鄭露
0わ3齪，6の，」．E．　Dowd（7フz6　c加7め々6．八セ躍s）

といった面々が、人頭税やリンチ反対のキャ

ンペーンを繰り広げ、スラムや貧困といった

社会問題に勇敢なりベラリズムの論陣を張っ

ていた。6＞キャッシュの「南部の精神』はこ

うした知の潮流に檸差していたのである。

　　『南部の精神』に表明されたキャッシュの

歴史理解は、大筋において、南部入の精神の

パターンが南部史に一貫して持続していると

いうものであった。7）その意味では、当時の

南部史学界の伝統的な統一・持続史観に依

拠していた。8＞だが同時に、キャッシュは南

部の現状に深い危惧と侮蔑とを抱いていた。

30年代の不況期、南部はアメリカの第一の経

済的問題児であり、またH：．L．　M磁cke慧

が筆法鋭く批判したように、文化的にも不毛

の地であった。9）そうした状況のなかでキャッ

シュは、南部の抱える問題の根源を明らかに

し、その解決の方途を模索しなければならな

いという切迫した気持ちを抱きながら、新聞

や雑誌にメンケン張りの論説を発表していた

のである。もちろん『南部の精神』にもこう

した意気込みがあふれており、その点で、こ

の著作は、神話のヴェールを引き剥がし、南

部の過去を凝視しようとする南部文芸復興の

思潮を体現するものだったのだ。

　好評はこの手の著作にしては異例の25年間

も持続した。その華々しいデビューぶりもさ

ることながら、南部についての参考書といえ

ばほとんど誰もがまずこの著作をあげるとい

う事態が四半世紀も続いたのである。エ0＞ウッ

ドワードの評を借りれば、「南部史に関する

書物で、門外漢の間での影響力においてキャッ

シュの著作に匹敵するものは一冊もなく、専

門の歴史家の聞においてもこれほどの影響力

をもったものはざらにはなかった」1…〉ほどの

古典的地位に君臨したのであった。コブの指

摘によれば、第二次世界大戦を経て、アメリ

カが自由主義世界のリーダーになったという

事情がここには介在していた。冷戦構造のな

かで、世界の警察官としての、また民主主義

と資本主義の模範としての役割を果たさねば

ならなかったアメリカにとって、すべての面

で後進的な南部をみずからの価値観に七二化

することが緊急の政治課題となった。とくに、

公民権運動の模様がマス・メディアを通じて

全国に報道されることで、南部に対する関心

はいやがうえにも高まっており、その習俗や

制度を批判し、改善する必要があった。そこ

で『南部の精神』はそうした関心の高まりに

応えてくれる簡便で手頃なガイドブックの役

割を果たすことになったのだった。おりしも

1960年にペーパーバック版が出版され、哺

部の精神』は全国の大学で必読課題図書のリ

ストに載ることになったのである。12）加えて、

キャッシュのジャーナリスト特有の入目を惹

く簡潔なネーミングやレトリカルな表現、そ

れにめりはりのきいた文章力も、好評の持続

に貢献していたであろう。

　しかし1960年代後半になると事情は一変し

て、キャッシュ批判が噴き出してくる。公民

権運動を経て、南部が社会的にも経済的にも

大きな変化を遂げると、南部社会の抱えてい

た問題点を喧伝することよりも、その起源を

学問的に探究することに歴史学者たちの関心

は向いていった。その過程でキャッシュの著

作も学問的吟味の即下に上げられたのである。13）

　キャッシュ批判の急先鋒となったのが、ウッ

ドワードであった。『南部の精神』が出た当

初好意的な書評を寄せていたウッドワードは、

数回にわたってキャッシュ批判をおこなった。1の

彼はすでに07＠ηs（ゾ魏6ム彰”So％論（1951

年）及び7劾S魏％88Cαγ認7（ゾが規Cア。ω

q955年）という2冊の学術書によって南部

史学界に確固たる地位を築いており、その批
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W．」．キャッシュと南部の神話 3

判は厳密なアカデミズムの立場からのもので

あった。その骨子は次のとおりである。①キャッ

シュは故郷のカロライナのPiedmont台地

一帯をもとに南部像を構築しており、南部の

地理的多様性を無視している。②時代的には、

扱われているのは1830年代から1930年代まで

であって、植民地時代が無視されている。③

「精神」というタイトルがついているにもか

かわらず、南部の代表的「精神諜、Thomas

Jefferson、　James　Madison、　John　C．

CalhGunらを取りあげていない。④旧南部

の統一を強調するあまり、南部における奴隷

制度廃止論者や連邦主義者、共和党支持者の

存在を無視している。⑤黒人を人格を備えた

個入として捉える視点がほとんど欠落してお

り、奴隷制度も十分に扱っていない。⑥南部

の歴史の持続性を強調しすぎており、（特に

黒入にとっての）再建時代の法的・社会的諸

変革の重大さを無視している、等々である。

　こうした批判のひとつひとつは、『南部の

精神』を純粋な学問的客観性の次元で評価す

る際には正鵠を得たものといわざるをえない

であろう。煎じ詰めれば、キャッシュが南部

の統一性とその歴史の持続性を強調した点を、

ウッドワードは衝いたのである。ウッドワー

ド自身は旧南部の政治的多様性や再建期の制

度上の変革を：重視し、ポピュリズム運動の階

級闘争の側面を強調する立場であった。また

農業社会からの南部の変貌を「ブルドーザー

革命」15）と名付け、さらには公民権運動によ

る南部社会の変化をまのあたりにしていた。

つまり、多様性と非連続性の歴史観の持主で

あり、その意味では彼のキャッシュ批判は生

じるべくして生じたものであったといえよう。

ただ、ウッドワードがキャッシュには歴史の

悲劇性に対する感覚が欠けていたと述べると

き、16）その批判には首を傾けざるを得ない。

『南部の精神』に底流しているのは、キャッ

シュ謂うところのく原始ドーリス式因習（the

Proto－Dorian　convention）〉やく野蛮人の

理想（the　savage　idea1）〉が南部人独特の強

烈な個入主義や享楽主義と相侯って、悲劇的

な歴史を生み出してきたことへの、やりきれぬ

悲しみと怒りにほかならなかったからだ。1ア）

いずれにせよ、ウッドワードの批判はその徹

底性と卓越性とにおいて強大な影響力をもっ

ていた。

　その後マルクス主義史学の立場からEugene

D．Genoマeseの批判が続くことになる。ジェ

ノヴィーズは、①キャッシュが奴隷制度に対

する南部白人の罪悪感を強調しすぎており、

また②プランター階級が貴族的生活様式をもっ

ていたという神話を破壊しようとして、逆に

キャッシュ自身「貴族」というものの美化され

た観念に愚かれてしまっていると批判した。18）

これらの強力な批判のせいで、その後70年代

まではキャッシュは無視されることになった。

コブの指摘によれば、数多くの歴史学者たち

は研究のテーマがキャッシュが取り上げたテー

マに関連する場合でも、直接キャッシュの名

を引き合いに出すこともなかったという。

　しかし80年代になって、キャッシュ批判に

対する反批判が現われてきた。Brαce　CIay之on，

Fred　Hobson，　Richar（墨H．　K：亙簸g，　Bertram

Wyatt－Brownらの文化史家・思想史家が、

キャッシュの着想の多くが有効であることを

示し、また歴史学者たちのなかからも、南部

史の非連続性を強調するウッドワードの所説

を批判するものが現われてきたのである。19）

ウッドワードの多様性・非連続性の歴史観は、

南部社会の構造や制度面の変革に着目した見

解であった。一方、キャッシュが問題にして

いたのは、南部人の精神のパターンであり、

それが歴史の事象の諸変化を貫いて脈々と底

流しているというのが、彼の歴史観の眼目で

あった。NietzsheやFreudの著作に親し

んでいたキャッシュは、人聞の精神がその無

意識の闇に巣食う非合理的な思考や感情に左

右されることに通暁していた。彼が南部の歴

史に見たものは、〈原始ドーリス式因習〉や
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4 雷論文化論究8

〈野蛮入の理想〉といった形で発現する、南

部入の精神の闇だったのだ。そうした立場か

らすれば、歴史の現象面での多様性や非連続

性の比重は当然軽くなってしまう。だが、む

しろそうした精神の闇へのまなざしこそが、

時代的な制約にもかかわらず、黒入の存在が

南部白人の心理に及ぼす影響や、南部女性が

神話的象徴として担う権力支配の機能への卓

抜な洞察を可能にしたのであった。したがっ

て、ウッドワードとキャッシュの立脚点はお

のずと異なっており、しかもそれはいずれか

の史観によって相手を完全に断罪できるとい

う性質のものではなかったのである。

　キャッシュ評価にまつわるこうした動きは、

アメリカの社会風潮の変遷にも連動していた。

公民権運動後、ベトナム戦争やウオーターゲ

ート事件によって、正義と進歩を標榜するア

メリカ的価値観に対する幻滅感がひろがり、

大都市や工業地帯での貧困、犯罪、暴力も増

大した。80年代の経済的停滞にともない、社

会的な抑圧が増大するにつれて、南部以外の

地域での人種的摩擦も表面化した。アメリカ

の「南部」化、アメリカの「南部」的要素の

顕在化という事態が現出するに至ったのであ

る。コブの見るところでは、この状況は南部

的でない轟㎜yCarterと南部的なRo鍛id

Re題麗という肝入の大統領の個性や政治手

法に見られる逆転現象に象徴されている。失

業や低賃金といった南部的な経済状況がアメ

リカ全土に蔓延し、政治家たちは不満を入種

間の対立に解消するというく原始ドーリス式

因習〉的政治手法に訴えるようになってきた

と、コブは指摘している。2⑪）こうして、キャッ

シュの南部の独自性という論点は説得力を失

うことになった。だが、逆に彼が南部入のな

かに見たく原始ドーリス式因習〉やく野蛮入

の理想〉は、決して南部入特有のものではな

く、アメリカ入全体についてもあてはまる普

遍的な精神のメカニズムであることが、次第

に明らかとなってきたのである。

互夏

　キャッシュ評価の動向を概観することによっ

て明らかになるのは、『南部の精輪が学術

的な歴史研究としてみればきわめて欠陥の多

い著作だということである。膨大な史料考証

にもとづいた正確な史実の細部の確定と解釈

といった手続きはおおむね無視されており、

通常の歴史研究のいわゆる客観的な史実の叙

述からは、はなはだしく逸脱している。その

点では、現在の南部史研究の水準から見て古

色蒼然たる著作であることは如何ともしがた

いであろうし、2Dそもそも歴史研究ではない

という見解も当然ある。22）しかし、南部の歴

史に底流し、それを動かしてきた南部人の精

神のパターンに対する洞察は現在でもなお古

びていない。それどころか、先に見たとおり、

80年代以降のアメリカの社会風潮はむしろそ

の普遍的な妥当性を裏付けてもいるのである。

その洞察の中核となるく原始ドーリス式因習〉

とく野蛮人の理想〉についてはすでに新稿で

触れているので、23）ここではキャッシュが見

た、南部人の黒門観と女性観を検：評しておく。

南部入の精神の闇の発現がここにも如実に窺

えるのである。

　先に見たとおり、ウッドワードのキャッ

シュ批判のなかに、今入に対する考察が不十

分であることが含まれていた。臼入に対する

影響の考察はあっても、黒人の精神それ自体

の本質的な意義や起源の問題をキャッシュが

扱っていないことを、ウッドワードは指摘し

ていた。この点についての批判はその後も繰

り返されており、一定の妥当性を有している

といってよいだろう。たとえば、醗廊e1

0’Bτi6nは、黒人の造型が多かれ少なかれ

レイシスト的であると述べ、24＞Edward　L．

Ayersも、キャッシュは黒入には関心がな

く、今日の水準から見れば、レイシストと見

なさざるを得ないことを指摘している。25）こ
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W．」。キャッシュと南部の神話 5

れらの批判者たちは、キャッシュの黒入に対

する理解の浅さないしは無理解が、奴隷制度

の考察の欠如や再建期についての歪曲された

解釈につながっていると考えている。キャッ

シュが持続史観を採り、再建期が真に変革の

時代であったことを認識し得なかったのは、

黒入の立場への視点が欠如していたからだと

いうわけである。26＞黒人女性のNe11亙rvi簸

Pa賊erはフェミニズムの立場からキャッシ

ュをレ’イシストにしてセクシストと見なし、

その欠陥がキャッシュの南部の歴史と文化の

探究を歪めてしまったと、容赦なく糾弾して

いる。27）

　こうした批判の根拠となっている黒人の描

写をいくつか拾いあげておく。

（1）　．．．b姐t　the　Negro　is　rヒotoriously

O簸eOf　the　wOrld’S　greateS宅rOmantiCS

and　O1｝e　Of　the　WOrld’S　greateStねedO蕪一

lS宅S．亙a．盤well　aware　that，　whe薮it　is

aq“estio薮of　adapti簸g　himself　to　necessi－

ty，　蝕e　is　sometimes　capable　of　a

remarkable　rea薮sm．　But　l鷺the　main

he　is　a　creature　of　gran（董1（）que疵imag撫a－

t量0鷺，of　facile　em◎tio盒，　a登d，　above

everyth沁g　dse　u貧くier　heaven，　of　e璃oy－

ment．　（49）

（2＞　　［The　So駿th］　m雛st　prett量fy電he

i簸s撫tio捻［of　slave・y］a簸d　its　ow財eac－

t沁ns，　m慧st　begln　to　boast　of量ts　ow籍

Great　Heart．　To始ve　heard　them　talk，

indeed，　yo簸WOUld　have　thought　that

the　sole　reaso捻some　of　these　pla撹ers

held　tO　SlaVery　waS　10Ve　a捻d　dUty　tO

t：he　black　man，　t簸e　ear簸est，　devoted

Will　nO重Only　tO　get　him童ntO　heaVe貧

but　also　to　make　him　happy　ia　this

WOrld．　He　WaS　a　Child　W強Om　SOmebOdy

had　to　Iook　af搬．　More，　he　was溢

genera1，　and　（iespite　an　occasio鷺al

spoiled　Nat　Tumer，　a　grateful　child－

aCO簸te貸ted，　giad，10Ving　Chi1（量．

Between　the　ow簸er　a磁the　owned毛here

WaS　eVeryWhere　the　mOSt　te簸der　and

beautifu1　「elatio］ash童p．　（83）

　引用（1）は、南部入の非現実性への傾斜、

その根深いロマンティシズムと享楽主義的傾

向について述べたくだりである。キャッシュ

によれば、南部人のこうした特性はプランテ

ーション制度のもとでいっそう拍車がかかっ

た。貧しいヨーロッパの小作農やニューイン

グランドの農夫には想像もできないほど労働

から解放され、窮乏の心配に悩まされること

がなくなったからである。これに、社会経済

の問題についての関心の希薄さ、努力によっ

て何事かを達成することに対する誇りの欠如

といった要因が加わって、南部人は労働に無

関心になり、ほかのことにエネルギーを向け

るようになった。それを助長したのが、プラ

ンテーションにおける黒人の存在であった

（第1部2章8節）。そういう文脈にこの一

節は出てきている。ここでは黒人は陽気で、

自然で、想像力にあふれ、生来のロマンティ

スト、享楽主義者として描かれている。同時

に、抜け臼のない現実主義もあわせもった存

在である。奴隷制度の苛酷さとはほとんど無

縁の黒人像であり、白人の眼から眺めたひと

つのステレオタイプと見ることができる。

　引用（2）は、南部人のセンティメンタリティ

への傾斜をヤンキーとの葛藤という角度から

説明しているくだりである。キャッシュは南

部ほどヴィクトリア朝風の思潮が共感をもっ

て受け入れられた場所はないと前置きしたう

えで、北部からの奴隷制度批判に対して、南

部は主人と奴隷の関係を美化する必要があっ

たと、述べている。たとえ両者聞に実際に親

密で人爵的な関係があったとしても、奴隷制

度自体が力による支配と服従の関係にもとづ

8i



6 言論文化論究8

いていることは否定しがたい事実であった。

そしてそのことに対する良心の呵責も南部人

には存在していた。そこで、ヤンキーに対す

るディフェンス・メカニズムとして、黒入は

誰かが守ってやらねばならない子供のような

存在であって、主入と奴隷の間には優しく美

しい関係が成立していたのだと、現実を糊塗

する必要があったのだった。U貧cle　Tomや

Jim　Crowといった黒入のステレオタイプ

像は、Harrie之Beecher　StoweやEdw三n

P．Christyの創作になるものではなくて、

本質的には同じディフェンス・メカニズムに

よって南部が作り出した構築物であって、セ

ンティメンタルに描きだされた奴隷制度の化

身なのだと、キャッシュは指摘している。そ

して、さらに続けて、こう述べている。

（3）　Arとd　what　is　worth　observi貧g　aiso

is徳at　the　Negro，　wi施h1s　quick，

i滋蟹itiVe　UnderSta難（畳簸90f　w｝蹴iS　require（1

0f　him，　a簸d　his　remark：able　talents　as

a　mime，　caught　them　償p　a頁d　bod至e（墨

them　forth　so　convi簸d簸91y　that　h翌s

maStefS　Were　iRSU墨ated　agai捻St　aU　qUeS－

tion　as　to　their　rea至ity－were　e獄abled

to　believe　ir｝t薮em　as　ho獄estly　as　they

believed　i貧so　ma簸y　other　do観btfui　th－

i貧gs．　（84）

つまり、黒入は生来の敏感さによって自分に

要求されていることを感じとり、要求どおり

にふるまったために、主人の方でもお互いの

関係が良好だという錯覚にとらわれ、それを

信じこんでしまったというのである（第1部

3章9節）。ここでも黒人の反応は、乱入の

眼から類型化されている。

　こうした例に典型的に表れているとおり、

『南部の精神』において黒人はほとんどの場

合白人のまなざしに映った像として登場する。

独立した個性を備えた人物としてではなく、

抽象化された範疇といってよいであろう。La－

cy　K．　Ford，　Jr．の表現を借りれば、白人

の思考に対する「影響加であったり、レイ

シズムの「犠牲者」であったり、紡績工場の

労働者に対する「脅威」であったり、といっ

た具合だ。28）黒人がみずからの名において、

自律した行為者であることは稀で、「南部の

精神」の能動的な構成要素となっているとは

言いがたいのである。

　したがって、現在の水準から判断して、キャッ

シュをレイシストと見る批判の根拠が理解で

きないわけではない。だが、やはりそこには

一定の留保をつけるべきであろう。引入の声

を掬いとっていないという意味で、キャッシュ

の二二理解に不十分な点があることは認めざ

るを得ないが、ひとつにはそれは時代の制約

のなせるわざであった。29）キャッシュの評伝

を書いたブルース・クレイトンは、時代背

景に照らしてみて、キャッシュはレイシスト

ではなかったと明言している。当時はレイシ

ズムの風潮が社会に禰漫している時代であっ

た。悪名高いThomas　Dixo貧のレイシス

ト小説が好んで読まれ、Ben　TmmaRや

Colem鶴Bleaseといったデマゴーグ政治

家が活躍していた。KKK：団によるリンチ事

件も頻発し、キャッシュがジャーナリストと

して活動していたC始riotteは高い殺二三

を誇っていた。こうした風潮のなかにあっ

て、キャッシュはWake　Forest大学で学

長Wmiam　Lo鷺is　Poteatのロ昌道するりベ

ラリズムの薫陶を受け、のちの社会批判の

素地を養っていた。そして、ついには当時の

りベラルなジャーナリズムの限界を乗り超え

るところまで達したのであった。クレイトン

によれば、進歩的なりベラルですら入種隔離

策や黒入の選挙権剥奪を批判するに至ってい

ないばかりか、逆に人種闇の調和のためにそ

うした措置が必要だと考えていた。またリン

チ事件に関しても、教育を受けた良識ある二

三はレイシズムを克服しており、責任は臼人
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W．」．キャッシュと南部の神話 7

の大衆にあるので、彼らに教育を施さねばな

らないという立場であった。それに対して

キャッシュはキュー・クラックス・クランの

非寛容と暴力を批判したが、同時にクランの

活動は白人大衆の責任ではなく、上流の人間

や牧師連が裏で糸を引いているのだと、指摘

したのである。黒入観の面でもキャッシュは

当時のりベラルとは異なって、キャッシュに

は黒人のことを理解しているのだという幻想

はなかったと、クレイトンは主張している。30＞

したがって、キャッシュは時代の制約のなか

で、むしろよく時代に先んじていたと評価す

るのが妥当であろう。

　しかし、なによりもキャッシュが時代を先

取りしていたのは、黒人の存在が南部記入に

与える影響力の洞察である。31）これも現在の

眼から見れば常識にすぎないであろうが、

「乱入が臼入のなかに奥深く入りこみ、知ら

ぬ問にあらゆる仕草、あらゆる丸葉、あらゆ

る感情や考え、あらゆる態度に影響を与えた

（49－50）」という認識は、当時の南部の世相

のなかにそれを置いてみると、やはりきわめ

て斬新であったといえるだろう。この卓抜な

認識は入聞の精神の闇の部分、一ひとが非

合理的な感情や思考や幻想に支配され、時代

や環境にいつのまにか束縛されるものだとい

うことへの透徹したまなざしが可能にしたも

のであった。それはまた、＜原始ドーリス式

因習〉やく野蛮入の理想〉にも通底していく

認識であった。

　キャッシュの黒入観に関してもうひとつ注

意しておかねばならないのは、その叙述の方

法である。ワイアットブラウンは、『南部

の精神』の文体が南部の雄弁の伝統、とくに

弁論術の伝統に属していることを指摘し、同

時にそこに19世紀のヴィクトリア朝の小説の

語り手に似た声を聴きとっている。そしてそ

こに、語り手がある状況に反応する者の精神

のなかに入りこみ、その主観性にふさわしい

生き生きとした言語を再創造する手法の存在

を見てとっている。3孝）この手法を念頭におい

てキャッシュの黒入の造型を読み直すと、ま

たちがった光景が見えてくる。たしかに、先

にあげた三つの引用をそれぞれの文脈から切

り離して、その字面だけを見れば、そこに浮

かび上がってくるのは類型化された黒入像と、

二人の側の、二刀を哀れみ見下すようなまな

ざしである。しかし、それは南部臼入の意識

に映し出された黒入湯、その主観に色濃く染

めあげられた記入像なのである。南部臼入の

まなざしはそうした神話的ステレオタイプ像

から完全に自由ではなかったであろう。だが、

キャッシュはそのことを意識していた。そし

て南部臼入のまなざしの歪みを暴露するため

に、故意にその主観のなかに入りこみ、その

意識に立ちあらわれる生の言葉を表現したの

である。要するに、キャッシュはみずからが

描きだしている南部記入の意識と一体化して

いるわけではなく、アイロニカルな距離を置

いていたのだ。こうした角度から見れば、ワ

イアットブラウンの主張するとおり、『南部

の精柵のそこごこに散見する、黒入に対す

る侮：蔑的言辞も臼入の側の偏見をあぶりだ

す一種の装置であったと考えることもできよ
う。33）

　キャッシュが『南部の精神』の読者として

黒人を想定していなかっだことはおそらく間

違いないであろう。また彼が南部臼人という

とき、その実体は場面ごとに変化している。

あるときはプランターであり、あるときは二

二の庶民であり、またあるときは紡績工場の

労働者であるといった具合だ。だが、女性が

そこに含まれていなかったことも事実である。

それはおそらく時代の制約からくるキャッシュ

の大きな限界であった。しかし彼は、ひとが

非合理的な衝動に突き動かされる存在であり、

また眼には見えぬイデオロギーや無意識の心

理に支配されて、幻想や神話にすがりつくも

のだということを熟知していた。黒鼠に対す

るステレオタイプ像も、南部臼入が必要に迫
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8 書論文化論究8

られ、それとは知らずに構築したイデオロギ

ーの産物だということを見抜いていた。キャッ

シュにとって、南部臼入のまなざしの歪みを

あぶりだし、南部の神話を破壊していく作業

は、みずからの内なる精神の暗部を凝視し、

それと対決することであったに違いない。た

とえ現在の水準から見て限界があらわである

にせよ、その苦闘の軌跡のもつ重みは、時代

を超えて変わらないのである。

亙互夏

　記入の場合と同様に、女性に関してもキャッ

シュはその生の声を著作のなかに導入しては

いない。記入女性は南部の女性崇拝の対象と

して取り上げられるだけであり、二丁女性に

至っては臼入男性の性の対象物という役割が

言及されるだけである。いずれも白人男性の

視点から、キャッシュ謂うところのgy豊eo1二一

ry（女性崇拝）構築の一要因と見なされてい

るにすぎないことを、まず指摘しておかねば

ならない。鋤

　南部臼入の精神の闇のなかで、性と人種は

分かちがたく結びついていた。キャッシュに

よれば、黒入の存在が南部の女性崇拝の強化

に結びついており、女性は糠始ドーリス式

の誇りという基本パターンの焦点（84）漉と

なったのであった。臼入女性は正統な血統に

よって臼入優越を永続化していく存在として、

また黒入男性にはまったく手の届かぬ存在と

して、すべての記入男性が優越感とともに団

結することを可能にするものだったのである。

一方、黒人女性はピューリタン的な束縛から

自由な、快楽の対象であって、いつでも望め

ばすぐに手にすることができるものであった。

プランテーションの世界で農園主やその息子

が黒人女の召使と関係を持ったとき、農園主

の妻は見てみぬふりをせざるを得なかった。

それに対して彼らの方ではうしろめたさも手

伝い、妻の前では自分を恥ずべき不純な存在

であると感じた。これにヤンキーの批判が加

わって、南部臼入はフィクションに逃げ場を

求めたのである。彼らはまずそうした性関係

は存在しない、存在すれば射殺に値するもの

だというフィクションを作りあげた。と同時

に、自分が卑劣な行為に走っているのではな

いかという疑念を、南部女性を美化すること

で補償し、追い払おうとした。そしてヤンキ

ーに対しては、南部の美徳がいかに素晴らし

いものであるかを、南部女性を引き合いにだ

して主張したのである（第1部3章9節）。

　こうしたメカニズムにもとづいて、南部の

女性崇拝は成立したのだが、キ・ヤッシュはそ

れを次のように描きだしている。

　The叩曲◎t，　i簸癒is　lan（塁of　sp総a（墨i難9

豊otio鍛s◎f　c疑valry，　was　dow蟹ig厩

9贈。夏a鱒。S鼓ewas出eS◎慧癒’sPa11農（撫継，

掘sS◎疵h¢mwo撚貧一t鼓es難ie二一bea二八

At｝1e徽gleami難墓w短tdy　i登the　clo畷s，

t：強esもa聾dard　for　its　ra璽1y加墓，　t難e　mystic

symbo五〇f　i宅s難at蔓。簸a簸ty　i難釜ace　of　t難e

foe．　S鼓e　was癒e　liiyつ蟹e　ma遍of

Asto璽at　an（四二e　h．観鉱i茎竃990ddess　of　tぬe

Boeo重ia登h滋A簾d－she　was　the　pi宅if雛至

Mo癒er　of　God．　Merely　to　me敷tio簸敷er

wasむ。　se撮s乞ro簸g　me簸into　tears－

or曲。礎s。　There　was簸ardly　a　sermo難

that醐no重begi簸and　end　w油tribu之es

in鼓er　ho簸or，　蝕ard亙y　a　brave　speec簸

鍮at　did貧ot　ope簸a豊d　close　wi翫thε

cias嶽簸g　of　shie1（量s　a簸d　the　f璽ourishi豫9

0f　swords　for　her　glory。　At　the　las宅プ

I　verily　bd量eve，　tむe　ra鷺ks　of　t熱e

Co鷺federacy　we簸t　rolli薮g　i飢。　ba重t至e　i簸

the　miSty　COnViCtiGR　that　it　WaS　Whdly

for薮er乞hat　t藪εy　fo簸9鼓宅．　（86）

この一節はどう読み解くべきであろうか。こ

こに見られる過剰なレトリッグはキャッシュ

8嘆
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自身が南部女性崇拝にのめり込んでいること

を示しているのであろうか。ワイアットブ

ラウンの指摘によれば、ここで南部女性に重

ね合わされた複数のイメージは危険な女性と

セックスレスな女性のふたつに分類できる。

古代ギリシャの戦いの女神アテナと狩猟の女

神Di猟aは前者であり、後者にはTeR町so難

の詩に登；肥する、Lancdotを愛しながらも

かなわず、みずからの手で命を絶つアストラ

ートの処女の王女：Ela醜と聖母マリアのイ

メージが属している。ワイアットブラウン

はこの複合的なイメージに旧南部文化の反

映：ばかりではなく、セクシュアリティに対す

るキャッシュ自身のアンビヴァレンスを見て

いる。35＞それはそれで傾聴に値するが、もち

ろん文脈から判断して、まずは南部女性の純

潔を盾に北部と戦うという含意が引き寄せた

イメージであろう。

　さらにこの南部女性崇拝にいたるメカニズ

ムの説明全体が、南部人の異常なまでのセン

ティメンタリティへの傾斜を説き明かす文脈

に置かれていることを見落とすべきではない

であろう。この文脈では、レトリックが過剰

であればあるほど、センティメンタリティが

強調されることになるのだ。つまり、キャッ

シュはここでも南部白人の意識に寄り添いな

がら、そこにアイロニカルな距離を置いてい

ると見てよい。南部女性のために戦うのだと

いう「おぼろげな確信」を抱いて、南下兵士

が戦場に馳せ参じたのだと「本当にわたしは

そう思う」、とキャッシュが述べるとき、そ

こからは字面とは裏腹なアイロニカルな響き

が聞こえてくるのである。そしてキャッシュ

はセンティメンタリティに引きづられていく

傾向が自分のなかにもあることを十分に自覚

していたであろう。ここにワイアットーブラ

ウンのいうキャッシュのアンビヴァレンスを

重ねてみれば、南部女性を崇めれば崇めるほ

ど、キャッシュはこの神話の空疎さを意識せ

ざるを得なかったはずであり、いっそうその

アンビヴァレンスに引き裂かれたに違いない

のだ。

　南部女性の神話に関していまひとつ検討し

ておかねばならないテーマはくレイプ・コン

プレックス〉である。キャッシュによれば、

これは再建期に肝入に対する南部入の暴力を

動機づけ、正当化するために生まれた神話で

ある。キャッシュの時代にはくレイプ・コン

プレックス〉はフィクションであり、南部の

サディズムと経済的利害の隠れ蓑になってい

るという、黒入弁護の立場からの議論があり、

広く流布していた。しかし、現実には黒入に

よる臼入女性のレイプの事例は少なかったが、

南部入はこのコンプレックスにとり愚かれて

おり、またそれには当然の理由があった。キャッ

シュの説明によると、南部女性は南部そのも

のと同一視されていた。この南部女性の特権

的位置は人種：的優越に対する誇りが女性を通

して受け継がれていくところがら生じ、さら

にはそれが黒円男性の手の届かぬ場所にある

ことによって保障されていた。ところが奴隷

制度の廃止にともない、少なくとも法的には

黒入の社会的上昇の道が開け、それがひいて

は南部女性が黒人男性の手に届くようになる

という見通しを開くことにもなった。そこで、

黒入が完全な平等を要求することにでもなれ

ば、黒人男性による臼入女性への性的接近を

禁じてきたタブーが覆されるのではないかと

いう疑念が生まれた。そのため、黒人側の主

張はどのような種類のものであれ、南部女性

に対する攻撃と同義だと南部町は感じ、再建

期の状況をレイプとまったく同一のものと感

受したのである。ここには、白人男性の遺産

を正当に受け継ぐべき患子たちの権利が侵害

されることへの懸念も絡んでいた。こうして、

彼らは黒入に対する暴力を正当化したのであっ

た（第2部1章5節）。

　これがくレイプ・コンプレックス〉の論理

であるが、それが南部人の精神の闇の部分が

構築したイデオロギーの産物であることは明
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らかであろう。この一節は再建期における白

人の暴力の理由を説明するという文脈に属し

ているのだが、南部入のくレイプ・コンプレッ

クス〉の論理を説き明かしたからといって、

もちろんキャッシュが暴力を正当化している

わけではない。むしろ、〈レイプ・コンプレッ

クス〉の錯綜した糸を解きほぐすことによっ

て、キャッシュは南部人の暴力の論理を解体

しようとしているのである。その際キャッシュ

は、南部入が盲目的にこうした幻想を築きあ

げ、それに支配されるさまをやりきれぬ思い

で見ていながら、つねにそのまなざしに寄り

添うようにしていた。南部入の精神の暗部は

キャッシュ自身の精神の暗部であることを自

覚していたからだ。たしかにキャッシュは、

南部女性の神話にしろ、＜レイプ・コンプレッ

クス〉にしろ、それを構築する南部入の無意

識的な思考や感情に斬新で見事な論理を与え

ながら、そうすることによって結果的には南

部女性をその論理のなかに閉じこめてしまっ

ている。神話を突き破る、ないしはそれを超

えたところに存在し得る、また存在するはず

の女性の姿に気づかず、またそうしたヴィジョ

ンを思い描くことすらできなかった。たしか

にキャッシュが南部人というとき、そこから

は墨入も女性も除外されていた。その点はす

でに触れたとおり、キャッシュの限界であっ

た。しかし彼が南部入の精神を凝視すること

によって暴きだした精神の闇のメカニズムは、

普遍性を獲得してもいたのである。

亙V

　こうしてみると、キャッシュは南部の歴史

を語りながら実はみずからの内面のドラマを

語ってもいたといえるだろう。これはすぐれ

て文学的な営みであるといってよい。『南部

の精神』が正統的な歴史研究としては欠陥だ

らけだということはすでに述べたとおりであ

る。出版後50年以上を経た現在、この著作が

なお読み継がれていくとすれば、それは歴史

研究としてではなく、むしろ歴史を語りなが

らその背後で演じられている内面のドラマの

せいということになるかもしれない。A籍ne

Goodw獅Jonesがその挑発的なキャッシュ

論で述べているように、そもそも歴史の叙

述というものが歴史家と離れて客観的に存在

し得るものかどうか、原理的には疑わしい面

もある。歴史は歴史を書く者の多かれ少なか

れ主観的な構築物とみなすこともできよう。

その場合歴史とフィクションの境界線はそれ

ほど明確なものではなくなるだろう。36）とす

れば、この境界領域をかりにくヒストリカル

・ナラティヴ〉と呼ぶとして、その叙述の分

析、とくにそのライティングの方法に着醤し

た緻密な読みが、これからのキャッシュ読解

には必要かもしれない。『南部の精神』は物

語への強い志向性を潜在させているからであ

る。ジョーンズのキャッシュ論はその貴重な

試みとしておおいに参考になるが、自分なり

のくヒストリカル・ナラティヴ〉分析の試み

は今後の課題としておきたい。
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